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 要  旨 

ブロードバンドインターネットが一般家庭に広く普及し，また，ディジタル技術とネットワー

ク技術が応用されたテレビや DVDレコーダ，カメラ等が一般家庭に普及の兆しを見せている．

なかでも，DLNAガイドラインに準拠した情報機器は，その相互接続性の良さから注目を浴びて

いる．それらの情報機器には，コンテンツの再生機能を提供する DMPやコンテンツの保存機能

を提供する DMSなどがある． 

これを受けて，我々の研究グループはワームホールデバイスと呼ぶ DLNA対応機器同士のイン

ターネットを介した相互遠隔接続支援機構を提案し，開発を行ってきた．ワームホールデバイス

は外出先においてもホームネットワークのコンテンツの利用を可能にする．このことから，本論

文では，一般に広く普及し，操作が比較的容易なワームホールデバイスの携帯端末への応用を提

案する． 

また，これまでワームホールデバイスの操作インタフェースはキャラクタユーザインタフェー

スであった．しかし，キャラクタユーザインタフェースは一般的なホームネットワークユーザに

とって敷居が高く，容易に操作を行うことが可能とはいえない．そこで，本論文では，DMPを

操作インタフェースとするワームホールデバイスを提案する．これにより，DMPのリモコンの

みを操作して，他のホームネットワーク上の DMSへの容易なアクセスを実現する． 

さらに，本論文ではワームホールデバイスのWebアプリケーションへの応用を提案する．これ

により，Webブラウザを用いて自宅の DMSにアクセスし，保存されているコンテンツの視聴を

実現する． 

提案したワームホールデバイスの携帯端末への応用，DMPを操作インタフェースとするワー

ムホールデバイス，ワームホールデバイスのWebアプリケーションへの応用に関してそれぞれ実

装を行い，動作検証と動作結果の妥当性に関する評価を行った．その結果，所望の動作と特性が

得られることを確認した． 

 


